
～人口減少社会の地域課題を統合的に解決！～

2025年 1月21日 13:00 - 18:00火

高齢化、人口減少社会に突入し、税収も減少していく現在、既存の公共サービスを提供し続けるには、相当な工夫が必
要です。そのため、地域コミュニティの互助・共助の力も交えて課題を解決し続けていくことが重要となります。一方
で、住民主体による互助・共助が起こる地域コミュニティは強制して築けるものではなく、互助・共助が自発的に起こ
りやすい土壌作りが必要となってきます。この土壌づくりに向けて、国の各府省庁、自治体の各部署、民間セクターは
それぞれの領域をまたぎ、統合的に支援する必要性が高まっています。
今回は、福祉・通信・交通・住宅・食・資源・エネルギー等の地域内循環を最大限活用することにより、徒歩圏内にあ
る地域の集いの場を多世代が参画する地域協働体構築の基点とする具体事例と、関連する各省庁の事例や支援策を紹介
し、実現に向けたヒントをお伝えします。

・地方自治体職員
・社会課題解決に取組む企業、
  NPO、大学関係者、個人

きんき環境館

環境省近畿地方環境事務所 近畿経済産業局、近畿財務局、近畿総合通信局、
近畿農政局、近畿地方整備局、近畿運輸局

きんき環境館

会場約 70名（申込先着順）
※当日オンライン配信あり

無料

 ≪申込〆切：2025年 1月 19日 ( 日 )≫　
https://forms.gle/ivsBuwe2ZUAkGw9X7

・地域から相談を受ける内容が自部署の領域を超えていて、対応に悩んでいる
・人口と税収が減少する中で、自治体として移行計画が明確に定まっていない
・徒歩圏内の多世代参加コミュニティを作りたいが、
  一部の元気な地域・自治会以外に広がらない
・民間ノウハウを地域課題解決につなげたいが、公共領域の協力がうまく得られない

06-6940-2001 office@kankyokan.jp

(受付開始 12:30)

■（※）関西 SDGs プラットフォーム「ローカル SDGs・脱炭素分科会」

環境・社会・経済が統合的に向上する持続可能な地域・経済圏づくりの推進及び地域脱炭素を通じた関西の活性化を目的として、関西 SDGs プラットフォーム（SDGs の実現を目

指す関西圏の約 2,900 の企業・自治体・団体等が登録しているプラットフォーム (通称：KSP)）に環境省近畿地方環境事務所が設置した分科会。ローカル SDGs・脱炭素の実践に

役立つ情報発信や事例紹介のほか、事業創出に向けた出会いの場づくり、組織の壁を越えた実践者同士のネットワーク形成、地域活性化人材育成プログラムの開発・試行などに

取り組みます。それにより、ローカル SDGs を実践する人たちのエコシステム（生態系）の形成と発展の仕組み化、脱炭素の要素も加えた地域の未来像の共有、実践の促進を目指

します。（URL：関西 SDGs プラットフォーム (kansai-sdgs-platform.jp)

関西 SDGs プラットフォーム 「ローカル SDGs・脱炭素分科会」 第 6 回イベント
通称：KSP ローカル SDGs・脱炭素分科会

下記 URL または、

左の QR コード

参加申込フォームから

お申込みください。

歩いて行ける多機能拠点

「地域の集いの場」から創る未来の暮らし

QUINTBRIDGE　1F （大阪市都島区東野田町 4丁目 15番 82号）
JR大阪環状線｢京橋駅｣北口：徒歩約 10分　京阪本線｢京橋駅｣西口：徒歩約 10分　地下鉄長堀鶴見緑地線｢京橋駅｣：徒歩約 5分



三菱東京UFJ銀行から転職し2015年に奈良市役所入庁。奈良市観光協会出向、NPO
法人新公益連盟派遣を経て、現在、「Local Coop大和高原プロジェクト」を担当。民間
企業等とともにLocal Coop構想の実現に向けて取り組んでいる。

平山 裕也 氏　(奈良県奈良市 月ヶ瀬行政センター )

開会挨拶・趣旨説明、取組紹介
　環境省 近畿地方環境事務所 環境対策課長　鈴木 啓太
第一部　講師講演
　・Local Coop 大和高原プロジェクト　ー住民自治と住民共助による持続可能な地域づくりー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （奈良市　平山 裕也 氏）
　・関係性を基盤とする “心地良い” 協働のカタチ～Re: ぶぜんプロジェクト
　　　　　　　　～サーキュラーシステムが紡ぐ小さな拠点 2.0 ～（豊前市　郡司掛 ひろみ 氏）
　・循環・共生の「まるごと」の社会づくり　～ボトムアップの公民連携の実装～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一社エコシステム社会機構　野﨑 伸一 氏）
第二部　支援事業ピッチ

13:00

13:05

14:50

16:28　

第三部は、オンラインの配信はございません。
ご参加希望の方はぜひ対面でご参加ください。

野﨑 伸一 氏   ( 一般社団法人 エコシステム社会機構　事務局長 )
1999年厚生省入省。近年は、政策企画官、生活困窮者自立支援室長 /地域共生社会推進室長、広
報室長、高齢者雇用対策課長などを務める中「地域共生社会」のコンセプトづくりから政策立案に
関わる。2022年から、官民交流制度によりアミタホールディングス (株 )で執行役員等を務める。
2024年 4月、一般社団法人エコシステム社会機構の事務局長に就任（現在も出向中）。

郡司掛 ひろみ 氏   ( 福岡県豊前市総合政策課　地域創生推進係 )
2010年豊前市役所入庁。財政や税などの部署を経て現職。地域資源の磨き上げや人の繋がりづく
りを進める「ひとりひとりが主役の豊前市「ハレノヒ」実現プロジェクト」や、短時間ワークシェ
アリングの仕組みにより多様な人が社会と繋がるきっかけを創る「おしごとパレットプロジェク
ト」、循環と共生のまちづくり「Re:ぶぜんプロジェクト」などを企画。「自分たちごと」としての
「地域」創生を目指し、市内外の人や企業と一緒に日々奮闘中。

サーキュラーエコノミー実現に向けた取組 Rethink Design プロジェクト
～視点を変えれば、価値がめぐる～

農村型地域運営組織（農村RMO）の推進 ～地域で支え合うむらづくり～

地域の連携・協働による地域交通の維持・活性化
～共創プロジェクト事例紹介～

空き家活用で繋がるまちの居場所

デジタルで地域をつなぎたい！を支える地域情報化アドバイザー制度

地域包括ケアシステムの構築を通じた支え合い

第三部　各登壇団体との対話、ネットワーキング
　・各テーマに分かれ、登壇者・参加者を交えたグループディスカッションを行い、
　　自由に情報・意見交換・ネットワーキングを行います

きんき環境館

近畿農政局
農村計画課

近畿厚生局
地域包括ケア推進課
近畿総合通信局
情報通信振興課
近畿地方整備局
住宅整備課
近畿運輸局
交通企画課

近畿経済産業局
環境・資源循環経済課

地域の協働を促進する役割としてのきんき環境館


